
【スライド1】
昨年まで京都大学にいたのですが、

今年から青山学院大学に異動しまし
た。

この度は大変栄誉あるフォーラム
で発表の機会を賜り、どうもありがと
うございます。また、研究助成を頂き
まして、ありがとうございました。

私の専門は認知心理学でして、今
日は、研究費助成で遂行した2つの研
究を紹介させていただこうと思って
おります。

【スライド2】
最初の研究がうつ病の原因となる

アレキシサイミア特性というものを
持っている自閉症スペクトラム症の
成人の共感性についての研究です。

この研究は国際共同研究というこ
とで、ピッツバーグ大学のグレッグ・
シーグル(Greg J.Siegle)博士、キンブ
リー・ヤング(Kymberly Young)博士、
そしてペンシルべニア州立大学のウ
イリアムズ(Diane L. Williams)博士に
ご助言をいただいて研究を遂行した
ものです。この研究は今、論文にま
とめてフロンティアズインサイキアトリーに投稿しているところです。

【スライド3】
まず、アレキシサイミア特性というものは何かについてですが、これは自分の感情を表

現する言葉を見つけるのが難しいというパーソナリティー特性で、日本語で失感情症…感
情がないと訳されることがあるのですが、正確には感情がないのではなくて、感情に気付
かない症例です。この症例は、守口先生のご著作の定義によると、自分自身の感情に対す
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る気付きが弱く、自分の感情に気付
かないので、従って他者に対する感
情にも気付かなく、他者に対する共
感を示しにくい症状であるといった
ことが言われています。

このアレキシサイミア特性という
のは、特に内受容感覚の異常、例え
ば、心拍、発汗、心臓の鼓動、そし
てあるいは2つ目の研究で紹介します
時間感覚の異常と関連しており、こ
のアレキシサイミアが高いとそれが
二次障害…不安障害だったり抑うつ
と関連すると言われています。

従って、自閉スペクトラム症とアレキシサイミアを併発した人を対象として基礎的な研
究を行ったというのが最初の研究の目的です。

自閉スペクトラム症の人の約40％がこのアレキシサイミア特性を持っているということ
で、自閉スペクトラム症の人が感情について気付きが弱いという症例があるかと思うので
すが、それが自閉スペクトラム症そのものの症例なのか、あるいはアレキシサイミアが付
随していることによって見られる症例なのかといったことは、しっかり認識していく必要
があるのではないかと考えられています。

【スライド4】
この研究は、認知心理学的な実験を行い、22名の自閉スペクトラム症の成人、そして20

名の定型発達の成人が実験に参加しました。
一文ごと自分のペースで文章を読んで結末文の読解時間を計測しています。
この文章というのは、次のスライドでお示しする物語の文章なのですけれども、その物

語を読んだ後に「登場人物の心情をどれくらい理解できましたか」という質問を聞いて、
登場人物に対する共感を聞いています。その質問に続いて、「その登場人物をどれくらい援
助したいですか」ということを7段階
で聞いています。

その文章というのは、自閉スペクト
ラム症の登場人物の場合と、あと定型
発達の人物が登場する場合で、自閉ス
ペクトラム症の人は自閉スペクトラム
症の登場人物に対してよく共感できて
援助したいと思うのではないかといっ
た予測を立てて検討を行いました。

アレキシサイミア尺度というのは、
日本語で2種類、日本で手に入ります。

小牧先生が開発された日本のTAS-
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20トロント・アレキシサイミア尺度が世界中で一番多く使われているアレキシサイミアの
質問紙です。感情の同定困難、感情の伝達困難、そして外的志向という3つの解釈度から
なっています。外的志向というのは、気持ちとか心情よりも、観察できる行動といった外
的な事実へ関心が向かう認知スタイルのことを言います。

もう一つ、日本版Bermond-Vorst Alexithymia Questionnaire（BVAQ）という質問紙も
あります。これが良いのは、アレキシサイミアの中でも認知的な側面そして感情的な側面
を分類できるので、トロント・アレキシサイミアスケールに加えてこのBVAQを用いて検
討を行いました。

【スライド5】
これがその自閉スペクトラム症の

登場人物が出てくる物語の例です。
『舞の親友は舞のことを深く信じ、

舞に大事な秘密も打ち明けていた。舞
は、その親友から聞いた秘密を話し
た。怒った親友は、舞に「どうして
みんなに私の秘密を言ったの？」と聞
いた。舞は「秘密だから他の人に言
わないでねと言われてないよ」と答え
た。親友は舞に裏切られたと言って
泣き出した。』

この舞という女性がASDの傾向を
示す登場人物です。

結末文にはASDあるいは定型発達の場合の2種類あり、ASDの場合だと親友から怒られ
た舞はどうして怒られたのか分からなかった。自閉症ではなく定型発達の場合は、後に舞
は、悲しませた親友のことを考えてあやまることにした。

このような文章をASDの文章は12、そして定型発達の文章は12と作成し、児童精神科
医の先生にこの文章を診断してもらって、自閉スペクトラム症、定型発達といったことが
分類されています。

【スライド6】
結果に移ります。
階層的重回帰分析を使いました。こ

の重回帰分析の良いところは、ある
変数の効果を見るときに他の変数の
効果を統計的に排除できることです。
ですから、どの変数が共感あるいは
援助動機に影響を及ぼすかというこ
とが分かります。

最初の第1段階の分析ではASD群
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が1、定型発達群が2というように、1
と2という二値に分類しています。そ
の結果、自閉症人物に対する共感と
いうのはASDのほうが高かったので
す。ASDが1、定型発達が2なので、
負の相関というのは、自閉症の人物
であるほど自閉症の人物に対して共
感できることが分かりました。

ところが右の-.01というところが
有意ではないので、自閉症の人とい
うのは共感はできるけれども、自閉
症の人に対して援助動機がないこと
が分かりました。

【スライド7-1】
2つ目は、アレキシサイミアを統制

した結果です。

【スライド7-2】
アレキシサイミアを統制しますと、

特に認知的なアレキシサイミアが高
いほど自閉症の人には共感できると
いったことが分かりました。恐らく
登場人物が持っている認知的なアレ
キシサイミアの傾向を実験参加者が持っている認知的アレキシサイミアと一致すれば、そ
の登場人物の気持ちがよく理解できるという結果によると考えています。

また、援助動機に関しては、TAS-20の中の外的志向が高いほど、つまり内面を重視し
ないほど援助動機が低いことが分かりました。

【スライド8-1】
さらにAQ…自閉症スペクトラム指

数という、自閉症の程度を表す質問
紙をこの重回帰モデルに考慮した結
果です。

【スライド8-2】
一番上のところにアレキシサイミ

アの程度と自閉症特性を統制したこ
とによって、自閉症の人は自閉症人物
に対する共感ができることが分かり、
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さらに今まではできなかった援助動
機…自閉症の人は自閉症の人によく
援助ができることが分かりました。

つまり自閉症の人が援助を示しに
くいというのは、自閉症の人に併発
するアレキシサイミアと自閉症特性、
中でもソーシャルスキルが関連して
いるといったことが分かりました。

実際に自閉症スペクトラム傾向の
中でも、ソーシャルスキルが低いと
援助動機が低いことが分かりました。

【スライド9】
この研究の結果から、アレキシサ

イミアと自閉症特性の効果を統計的
に排除して初めて、自閉症の人は自
閉症の他者に対して援助しようとす
ることが分かりました。

こういった研究は、従来言われて
きた「自閉症のお子さんは一般的に
向社会行動が少ない。人のために何
かしようという行動が少ない」という
報告と一致していると考えています。
実際に共感はしていても、その共感
を示す援助の行動の頻度が少ないと
いうことが分かりました。

【スライド10】
続きまして、発達性協調運動障害

（DCD）の研究です。
発達性協調運動障害というのは、協

調運動技能の獲得や遂行がその人の
生活年齢や技能の学習および使用の
機会に応じて期待されるものよりも
明らかに劣っている、といわれる発
達障害です。ひどく不器用であった
り、運動技能が低かったり、あるこ
とをするのがとても遅かったり不正
確である…道でよく人にぶつかると
か、そういった症例が見られます。
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自閉スペクトラム症との併存も多く、発達障害のおよそ50％…研究によるのですが30～
50％…がこのDCDを持っていると言われています。

【スライド11】
この研究は、ロンドン大学ゴール

ドスミス校で行いました。
現在UCLのエマ・サムナー(Sumner, 

E)博士、そしてロンドン大学ゴール
ドスミス校のエリザベス・ヒル(Hill, 
E)博士と、研究をロンドンで行って
まいりました。

【スライド12】
この研究は時間産出の不正確さを

目的変数としました。どういうこと
かと言いますと、「10秒たったらボタ
ンを押してください」という実験を行
い、それが例えば11秒だったらずれ
が1秒になります。その時間産出のず
れを目的変数として、そのずれを何
が説明するかという重回帰分析を行
いました。

運動巧緻性課題というものを使っ
てその実験参加者の手先の不器用さ
を測ったのですが、その結果、予測
したとおり、手先が不器用な人ほど
時間産出が不正確だといったことが
分かりました。細かい運動ができな
い人は、時間を10秒といっても12秒と大きくずれることが分かりました。

さらに感情的な共感が高いほど、時間産出が正確であることが分かりました。表でマイ
ナスとあるのは不正確がマイナス…つまり正確ということなので、共感性の中でも特に感
情的な共感が高い人ほど時間産出が正確にできることが分かました。

さらに自閉症スペクトラム指数AQの中でコミュニケーションに障害を抱える程度が高
いほど、時間産出が不正確になることが明らかになました。

【スライド13】
まとめますと、最初の研究では、自閉症の人は援助しにくいというのは、自発的に援助

行動を示さないことを示しているのではないかと思います。つまり、自発的に助けるとい
う状況は弱いけれども、助けてくださいと援助を求められている状況では助ける可能性が
あると、今、考えています。
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発達性協調運動障害の結果では、特
に自閉スペクトラム症の傾向は時間
知覚の困難と関連することが明らか
になりました。

今後は、そういった原因が分かっ
たことからアレキシサイミアと時
間知覚を改善させるトレーニング研
究…あるトレーニングを行うことに
よってその程度を緩和するといった
トレーニング研究、介入研究を行う
ことを考えています。

質疑応答

会場：　自閉スペクトラムも含めて障害の方を災害でどのように対応するかというのが常
に課題になっていくのですが、先生が考えておられるトレーニングというのはど
のようなものでしょうか。例えば10秒たったらストップウオッチを止めるみたい
なことは、そのものがトレーニングになっていく可能性があるということかもし
れないなと思って聞いていたのですが、どのようなトレーニングを具体的には考
えておられるのですか。

米田：　先生のおっしゃるとおり、私は今、社会性という非常に大きな高次認知といわれ
ている症例も恐らく人間の身体時計…体内時計や時間の知覚によって改善できる
のではないかと予測しています。10秒の長さというのは、例えば、対象者が緊張
している場合やピンチの場合、あるいは他の課題をやっている場合、主観的な時
間は伸び縮みするのですね。ですから、あらゆるストレス状況や他の課題を行っ
ている時の10秒のずれをできるだけ小さくするというトレーニングによって、災
害時の発達障害のケアに役立てられるのではないかと考えています。ただ、まだ
現実的に災害の研究までいけていないので、今後ご指導いただけたらと思います。

会場：　非常に面白い考え方だなと思っていまして、ぜひ今後ともいろいろと教えていた
だければと思います。ありがとうございます。

座長：　今回これに参加された方は施設におられる方ですか。それとも自宅等で普通に生
活されておられる方なのでしょうか。
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米田：　最初の研究は日本で取ったデータで、福井大学の病院あるいはクリニックに通っ
ている患者さんです。2つ目が大学生で一般に就労している人で、DCDを持って
いる人です。

座長：　そういう生活環境によって逆に予防になるとか、そういったことはあり得るので
すか。今の話だと、少しそういう可能性があるのかなと思ったのですが。

米田：　はい、先生のおっしゃるとおりです。サンプルが少ないのですが、2つ目の研究
は病院には通っていなくて大学生活を送っている人でDCDが高いので、恐らく自
分が何か行なって…例えば大学に行っているなど就労している時には、その程度
が弱くなるのではないか、と。もちろん程度が弱いから、そういうのができてい
るので、どちらが先か、難しいのですが。それと、2つ目は自閉症の程度が弱い
人が多いです。ですから、自閉症の程度が弱い人というのは、恐らく対人的にも
うまくいくので、大学だったり就労が…

座長：　そういう環境にいたほうがより良いということですね。

米田：　はい、限られたサンプルではそのように考えられます。
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